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ド
ン
マ
イ
！！ 

 

茜
川
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
最
終
話
） 
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主
な
登
場
人
物 

 

織
田
真
紀―

オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
捕
手
・
キ
ャ
プ
テ
ン 

海
藤
知
慧―

前
同
二
塁
手
・
副
キ
ャ
プ
テ
ン 

早
田
里
菜―

前
同
・
一
塁
手 

桐
林
沙
月―

前
同
・
三
塁
手 

龍
野
季
穂―

前
同
・
遊
撃
手 

城
内
美
青―

前
同
・
監
督 

麓
飛
鳥―

前
同
・
中
堅
手 

本
村
香
苗―

前
同
・
左
翼
手 

水
上
小
夜―

前
同
・
右
翼
手 

杉
崎
寿
音―

前
同
・
投
手 

皆
川
悠
希―

前
同
・
投
手 

 

園
内
裕
美―

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
パ
ー
ト
従
業
員 

若
本
珠
代―

茜
川
高
校
・
現
代
文
教
師 

岡
坂
恵
里―

朝
霞
学
園
女
子
野
球
部
投
手 

白
石
澄
香―

朝
霞
学
園
女
子
野
球
部
部
員
・
捕
手 

権
藤
凛
子―

朝
霞
学
園
女
子
野
球
部
監
督 

恵
理
の
彼
氏 

  

初
田
信
和―

【
麓
喜
軒
】
従
業
員 

灘
純
一
郎―

美
青
の
夫 

 
 

花
恋―

美
青
の
娘 

 

そ
の
他
、
全
五
話
に
登
場
し
た
メ
ン
バ
ー
の
家
族
等 
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〇
路
上
を
走
る
【
悠
蓮
会
館
】
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス 

 

〇
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
車
内 

 
 

 

誰
も
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
座
っ
て
い
る
。 

 
 

 

身
を
乗
り
出
し
前
の
席
の
知
慧
に
声
を
か
け
る
香
苗
。 

香
苗
「
知
慧
ち
ゃ
ん
」 

知
慧
「
な
に
」 

香
苗
「
あ
れ
唄
っ
て
よ
」 

知
慧
「
あ
れ
っ
て
」 

香
苗
「
ほ
ら
、
い
つ
も
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
松
田
聖
子
の
チ
ェ
リ
ー
な
ん
と
か
っ 

て
や
つ
」 

知
慧
「『
チ
ェ
リ
ー
ブ
ラ
ッ
サ
ム
』
？
」 

香
苗
「
そ
う
そ
う
、
そ
れ
。
大
好
き
な
ん
だ
あ
れ
」 

知
慧
「
え
、
な
ん
で
」 

香
苗
「
い
い
か
ら
さ
、
歌
っ
て
よ
」 

知
慧
「―

―

う
ん
、
分
か
っ
た
」 

 
 

 

『
チ
ェ
リ
ー
ブ
ラ
ッ
サ
ム
』
を
歌
い
始
め
る
知
慧
。
手
拍
子
を
す
る
香

苗
。
や
が
て
手
拍
子
、
全
員
に
広
が
っ
て
い
き
、
合
い
の
手
な
ど
も
入

る
。
だ
ん
だ
ん
と
盛
り
上
が
っ
て
い
く
車
内
。 

初
老
の
運
転
手
も
口
ず
さ
ん
で
い
る
。 

 

〇
走
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス 

 
 

 

『
チ
ェ
リ
ー
ブ
ラ
ッ
サ
ム
』
サ
ビ
部
分
、
全
員
の
歌
声
を
バ
ッ
ク
に
し

て
画
面
い
っ
ぱ
い
に
走
る
！ 

 

〇
河
川
敷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 

 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
止
ま
り
、
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
の
面
々
が
降
り
て
く
る
。 

 
 

 

石
段
を
降
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
。
ベ
ン
チ
前
に
は
裕
美
と
珠
代
が
す
で
に

来
て
い
る
。
二
人
の
前
に
立
つ
十
一
人
。 

珠
代
「
し
っ
か
り
睡
眠
と
っ
た
顔
し
て
る
わ
ね
。
騒
い
で
夜
更
か
し
は
し
な
か 
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っ
た
み
た
い
ね
」 

知
慧
「
そ
り
ゃ
大
事
な
試
合
の
前
で
す
か
ら
。
ま
あ
で
も
約
一
名
鼻
血
出
し
て 

悶
々
と
し
て
寝
れ
な
か
っ
た
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
」 

珠
代
「
え
、
鼻
血
？
」 

真
紀
「
ち
ゃ
ん
と
寝
た
わ
よ
！
」 

 
 

笑
い
が
起
き
る
。 

裕
美
「
ほ
ら
、
お
出
で
な
さ
っ
た
で
」 

 
 

河
川
敷
の
道
に
止
ま
る
、
ボ
デ
ィ
に
〈
朝
霞
学
園
〉
と
大
き
く
書
か
れ 

た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
女
子
野
球
部
員
た
ち
が
降 

り
て
く
る
。
最
後
に
降
車
す
る
凛
子
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
散
っ
て
い
る
内
、
外
野
陣
に
ノ
ッ
ク
を
打
つ
裕
美
。 

 
 

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
寿
音
と
悠
希
。
裕
美
を
鋭
い
目
で
睨
み 

つ
け
て
い
る
凛
子
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

朝
霞
学
園
の
守
備
練
習
。
ノ
ッ
ク
を
打
つ
凛
子
。
激
し
い
口
調
で
選
手 

を
叱
咤
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

徐
々
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
集
ま
っ
て
来
て
、
一
塁
側
、
三
塁
側
上
の
石
段 

に
こ
し
か
け
る
。
メ
ン
バ
ー
の
家
族
が
、
次
々
と
や
っ
て
き
て
、
談
笑 

し
な
が
ら
石
段
に
腰
掛
け
る
。 

和
樹
も
や
っ
て
き
て
座
る
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

ベ
ン
チ
前
、
大
坂
が
全
員
の
集
合
写
真
を
撮
る
。 

大
坂
「
今
日
は
み
ん
な
の
活
躍
、
い
っ
ぱ
い
撮
ら
せ
て
も
ら
う
か
ら
ね
」 

小
夜
「
向
こ
う
の
選
手
の
写
真
は
一
枚
も
撮
ら
な
く
て
い
い
で
す
か
ら
ね
、
片

平
さ
ん
」 

片
平
「
は
い
は
い
」 

季
穂
「
専
属
カ
メ
ラ
マ
ン
あ
り
な
ん
て
、
一
点
先
制
だ
ね
」 

朝
霞
ベ
ン
チ
前
で
、
メ
ン
バ
ー
を
前
に
訓
示
を
述
べ
て
い
る
凛
子
を
見
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る
誰
も
。「
は
い
っ
！
」「
は
い
っ
！
」
の
声
が
響
い
て
く
る
。 

飛
鳥
「
あ
ー
、
や
だ
や
だ
。
あ
ん
な
と
こ
で
野
球
や
っ
て
た
ん
だ
ね
、
悠
希
は
」 

悠
希
「
う
ん―

―
な
ん
か
部
活
の
間
『
は
い
』
し
か
言
っ
て
な
か
っ
た
気
が
す

る
な
あ
」 

美
青
「
園
内
コ
ー
チ
」 

裕
美
「
ん
？
」 

美
青
「
試
合
前
に
コ
ー
チ
か
ら
一
言
お
願
い
し
ま
す
」 

裕
美
「
え
え
や
ろ
、
そ
ん
な
ん
べ
つ
に
」 

美
青
「
お
願
い
し
ま
す
」 

裕
美
「
し
ゃ
あ
な
い
な
あ―

―

み
ん
な
、
上
手
に
な
っ
た
。
え
え
チ
ー
ム
や
と

思
う
、ほ
ん
ま
に―

―

あ
ん
な
、こ
ん
な
と
き
に
言
う
こ
と
や
な
い
け
ど
な
、

わ
た
し
な
、
告
白
さ
れ
て
ん
」 

 
 

 

驚
く
誰
も
。 

裕
美
「
同
じ
部
署
の
主
任
さ
ん
。
五
十
近
い
オ
ッ
サ
ン
や
。
今
頃
ア
ジ
フ
ラ
イ

や
コ
ロ
ッ
ケ
揚
げ
て
る
や
ろ
。
宗
春
の
こ
と
言
う
た
よ
。
そ
ん
な
ん
か
ま
へ

ん
っ
て
言
う
て
く
れ
た―

―

わ
た
し
な
、
つ
き
あ
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
宗

春
の
こ
と
忘
れ
ら
れ
へ
ん
ま
ま
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
あ
の
子
の
こ
と
好
き

な
ま
ま
、
彼
の
恋
人
に
な
ろ
う
と
思
う
ん
や―
―

」 

 
 

 

じ
っ
と
裕
美
を
見
つ
め
続
け
る
十
一
人
。 

裕
美
「
な
ん
か
、
み
ん
な
に
知
っ
と
い
て
ほ
し
か
っ
て
ん―

―

誘
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
嬉
し
い
わ
ほ
ん
ま
に
、
み
ん
な
と
野
球
で
き
て
。
楽
し
ん
で

お
い
で
、
今
日
は
」 

 
 

 

頷
く
十
一
人
。 

珠
代
「
え
ー
、
で
は
顧
問
の
わ
た
し
か
ら
も
一
言
。
ね
え
、
み
ん
な
。
ど
ん
な

生
き
方
が
美
し
い
生
き
方
だ
と
思
う
？
」 

真
紀
「
美
し
い
生
き
方
？
」 

珠
代
「
そ
う―

―

そ
れ
は
ね
、
恋
と
革
命
に
生
き
る
こ
と
な
の
よ
」 

知
慧
「
恋
と
革
命―

―

」 

珠
代
「
そ
う
よ
！ 

こ
の
試
合
に
勝
っ
て
そ
れ
を
証
明
し
な
さ
い
！ 

誰
よ
り

も
あ
の
監
督
に
！ 

そ
れ
か
ら
、
前
に
言
っ
た
通
り
勝
っ
て
園
内
コ
ー
チ
の
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辱
め
を
雪
ぎ
な
さ
い
！ 

勝
っ
て
こ
い
！
」 

十
一
人
「
は
い
っ
！
」 

 
 

 

円
陣
を
組
み
始
め
る
十
一
人
。
そ
れ
を
見
て
い
る
裕
美
と
珠
代
。 

裕
美
「『
恋
と
革
命
』
か
」 

珠
代
「
パ
ク
っ
た
」 

裕
美
「
え
」 

珠
代
「
太
宰
治
『
斜
陽
』
よ
り
」 

裕
美
「
さ
す
が
現
代
文
の
先
生
」 

珠
代
「
ふ
ふ
っ
。
で
も
、
本
気
で
そ
う
思
っ
て
る
。
あ
ー
、
わ
た
し
も
男
作
ら

な
き
ゃ
な
あ
」 

 
 

 

肩
を
組
ん
だ
円
陣
の
十
一
人
。 

寿
音
「
さ
す
が
裕
美
さ
ん
」 

里
菜
「
珠
代
ち
ゃ
ん
も
す
ご
か
っ
た
」 

沙
月
「『
恋
と
革
命
』
だ
っ
て
。
超
カ
ッ
コ
イ
イ
よ
ね
」 

季
穂
「
証
明
し
よ
う
よ
、
そ
れ
マ
ジ
で
」 

飛
鳥
「
絶
対
ホ
ー
ム
ラ
ン
打
っ
て
や
る
」 

小
夜
「
勝
っ
て
さ
、
片
平
さ
ん
に
み
ん
な
で
記
念
写
真
撮
っ
て
も
ら
お
う
ね
」 

香
苗
「
美
青
ち
ゃ
ん
、
朝
ご
は
ん
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
す
ご
く
お
い

し
か
っ
た
よ―

―

わ
た
し
、
美
青
ち
ゃ
ん
大
好
き
」 

 
 

 

頷
く
誰
も
。 

美
青
「
あ
り
が
と
う―

―

こ
の
試
合
、
大
事
な
の
は
心
は
熱
く
、
頭
は
冷
静
に

っ
て
こ
と
よ
」 

悠
希
「
心
は
熱
く
、
頭
は
冷
静
に
、
か
」 

美
青
「
う
ん
。
言
っ
た
と
お
り
悠
希
は
四
回
ま
で
。
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
で
抑
え
て
て

も
寿
音
に
替
え
る
。
そ
れ
が
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン
よ
」 

悠
希
「
分
か
っ
て
る
っ
て
」 

知
慧
「
ほ
ら
、
あ
ん
た
も
な
ん
か
言
い
な
よ
」 

真
紀
「
え
」 

知
慧
「
も
う
！ 

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
な
ん
か
言
っ
て
っ
て
の
！
」 

真
紀
「
あ
、
う
ん
。
そ
う
だ
ね―

―

え
と
、
わ
た
し
は
、
み
ん
な
に
会
え
て
本
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当
に
よ
か
っ
た
っ
て
思
っ
て
る
。
こ
の
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
で
よ
か
っ
た
っ

て
思
っ
て
る
。
嘘
つ
い
て
海
行
っ
た
り
し
て
、
ご
め
ん
ね
。
本
当
に
ご
め
ん

ね―
―

み
ん
な
と
勝
ち
た
い
。
こ
の
試
合
」 

知
慧
「
と
、
路
チ
ュ
ー
女
が
言
っ
て
お
り
ま
す
」 

 
 

 

笑
う
誰
も
。 

真
紀
「
も
う
、
そ
れ
言
う
な
っ
て
！ 

絶
対
勝
と
う
こ
の
試
合
！ 

美
青
が
監

督
な
ん
だ
か
ら
勝
て
る
！ 

裕
美
さ
ん
の
ノ
ッ
ク
受
け
て
き
た
ん
だ
か
ら
勝

て
る
！ 

み
ん
な
で
、
み
ん
な
で
朝
霞
に
勝
っ
て
優
勝
す
る
！ 

行
く
よ

っ
！ 

せ
ー
の
！ 

ゴ
ー…

…

」 
 

十
一
人
「
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
！
」 

 
 

 

叫
ぶ
十
一
人
。
円
陣
を
解
く
。
誰
も
が
気
勢
を
あ
げ
な
が
ら
ホ
ー
ム
ベ

ー
ス
の
方
へ
向
か
う
。 

 
 

 

両
チ
ー
ム
が
向
か
い
合
っ
て
整
列
す
る
。 

主
審
「
ま
ず
両
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
、
前
に
出
て
ジ
ャ
ン
ケ
ン
」 

 
 

 

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
す
る
真
紀
と
相
手
キ
ャ
プ
テ
ン
。
勝
つ
真
紀
。 

真
紀
「
先
攻
で
」 

 
 

 

う
な
ず
く
主
審
。 

主
審
「
で
は
こ
れ
よ
り×

×

カ
ッ
プ
決
勝
戦
、
朝
霞
高
校
女
子
野
球
部
と
茜
川 

オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
の
試
合
を
、
両
チ
ー
ム
合
意
の
下
、
特
別
ル
ー
ル
の
九
回
制

で
行
い
ま
す
。
礼
！
」 

 
 

脱
帽
し
礼
を
す
る
両
チ
ー
ム
。
守
備
位
置
に
散
る
朝
霞
高
校
ナ
イ
ン
。 

 
 

ベ
ン
チ
に
向
か
う
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
ナ
イ
ン
。 

 
 

試
合
が
始
ま
る
。 

マ
ウ
ン
ド
に
は
朝
霞
の
エ
ー
ス
、
恵
理
。 

 
 

 

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
フ
ォ
ー
ム
か
ら
放
た
れ
る
ボ
ー
ル
。
一
番
、
沙
月
、

二
番
、
香
苗
、
三
番
、
季
穂
を
三
振
に
打
ち
取
る
。 

 
 

 

朝
霞
ベ
ン
チ
上
の
石
段
に
恵
理
の
恋
人
が
座
っ
て
い
る
。
ほ
ん
の
一
瞬

彼
に
視
線
を
や
る
恵
理
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 

 
 

 

マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
悠
希
。
真
紀
が
駆
け
寄
っ
て
。 
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真
紀
「
い
よ
い
よ
来
た
ね
」 

悠
希
「
う
ん
」 

真
紀
「
緊
張
し
て
る
？
」 

悠
希
「
さ
す
が
に
ち
ょ
っ
と
ね
」 

真
紀
「
よ
し
、
緊
張
し
て
る
っ
て
自
分
で
分
か
る
ん
だ
っ
た
ら
Ｏ
Ｋ
牧
場
！
」 

悠
希
「―

―

は
は
は
っ
、
ほ
ん
と
そ
れ
好
き
だ
よ
ね
」 

 
 

 

真
紀
の
額
に
軽
く
デ
コ
ピ
ン
を
す
る
悠
希
。 

真
紀
「
も
う
っ
！ 

緊
張
ほ
ぐ
し
て
あ
げ
て
る
の
が
分
か
ん
な
い
の
！
」 

 
 

 

守
備
位
置
に
つ
く
真
紀
。 

主
審
「
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
！
」 

 
 

 

振
り
か
ぶ
る
悠
希
。
し
な
や
か
な
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
か
ら
浮
き
上
が
る

よ
う
な
ボ
ー
ル
が
内
角
ギ
リ
ギ
リ
に
決
ま
っ
て
。
手
を
出
せ
な
い
バ
ッ

タ
ー
。 

主
審
「
ス
ト
ラ
イ
ク
！
」 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
 
×

 

 
 

 

三
者
連
続
三
振
に
き
っ
て
と
る
悠
希
。
朝
霞
ベ
ン
チ
の
凛
子
を
見
な
が

ら
マ
ウ
ン
ド
を
降
り
て
い
く
。 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 

 
 

 

マ
ウ
ン
ド
の
悠
希
。
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
は
四
番
の
澄
香
。 

 
 

 

甘
く
入
っ
た
ボ
ー
ル
を
バ
ッ
ト
一
閃
。
ホ
ー
ム
ラ
ン
。 

 
 

 

悠
々
と
ベ
ー
ス
を
回
る
澄
香
。
悔
し
そ
う
な
悠
希
。 

真
紀
「
ド
ン
マ
イ
、
悠
希
！ 

ソ
ロ
だ
ソ
ロ
。
気
に
し
な
い
で
い
こ
う
！
」 

里
菜
「
ド
ン
マ
イ
、
悠
希
！
」 

 
 

 

内
野
陣
か
ら
次
々
か
か
る
「
ド
ン
マ
イ
！
」
の
声
。
頷
く
悠
希
。 

 
 

 

悠
希
、
後
ろ
を
向
い
て
。 

悠
希
「
打
た
せ
て
い
く
よ
！
」 

 
 

 

次
打
者
に
向
か
っ
て
い
く
悠
希
。 

 
 

 

後
続
を
セ
カ
ン
ド
ゴ
ロ
、
セ
ン
タ
ー
フ
ラ
イ
、
サ
ー
ド
ゴ
ロ
に
打
ち
取

る
悠
希
。 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×
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バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
立
つ
沙
月
。
ヒ
ッ
ト
を
放
つ
。
チ
ー
ム
初
ヒ
ッ

ト
に
盛
り
上
が
る
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
ベ
ン
チ
。 

 
 

 

香
苗
の
送
り
バ
ン
ト
が
決
ま
る
。ワ
ン
ア
ウ
ト
二
塁
で
打
席
に
は
季
穂
。 

 
 

 

季
穂
の
打
球
が
左
中
間
を
割
る
。
快
足
を
飛
ば
し
三
塁
ベ
ー
ス
を
蹴
る 

 
 

 

沙
月
。
足
か
ら
滑
り
込
み
セ
ー
フ
。
同
点
に
沸
き
上
が
る
オ
ダ
マ
キ
ー

ズ
ベ
ン
チ
。 

続
く
悠
希
、
里
菜
、
知
慧
を
打
ち
取
る
恵
理
。 

ベ
ン
チ
に
戻
っ
て
き
た
恵
理
を
し
か
り
つ
け
る
凛
子
。
恵
理
を
心
配
そ

う
に
見
つ
め
る
彼
女
の
恋
人
。 

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 

溌
剌
と
プ
レ
ー
す
る
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
ナ
イ
ン
。 

横
っ
飛
び
で
強
烈
な
打
球
を
捕
る
季
穂
。
素
早
く
起
き
上
が
っ
て
セ
カ

ン
ド
の
知
慧
に
送
球
す
る
。
受
け
る
知
慧
。
ワ
ン
ア
ウ
ト
。
フ
ァ
ー
ス

ト
の
里
菜
に
送
球
す
る
知
慧
。
し
っ
か
り
と
ボ
ー
ル
を
受
け
る
里
菜
。 

ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
の
成
立
に
拍
手
が
沸
く
。 

 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 

ラ
イ
ト
と
レ
フ
ト
の
中
間
あ
た
り
に
フ
ラ
イ
が
飛
ぶ
。 

小
夜
「
任
せ
て
！
」 

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
を
決
め
る
小
夜
。
香
苗
、
飛
鳥
と
ハ
イ
タ

ッ
チ
。
笑
顔
で
走
り
な
が
ら
ベ
ン
チ
に
戻
っ
て
帰
っ
て
来
る
外
野
の
三

人
。 

 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 

フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
で
出
塁
す
る
真
紀
。 

 
 

石
段
に
座
る
和
樹
が
立
ち
上
が
る
。 

和
樹
「
真
紀―

！
」 

 
 

 

飛
び
跳
ね
な
が
ら
和
樹
に
手
を
振
る
真
紀
。 

真
紀
「
和
樹
く
ー
ん
！
」 

知
慧
「
な
に
や
っ
て
ん
だ
バ
カ
ッ
プ
ル
！
」 

沙
月
「
試
合
中
だ
ぞ
！
」 

季
穂
「
終
わ
っ
て
か
ら
に
し
ろ
！
」 
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明
る
い
非
難
の
声
が
飛
ぶ
。
笑
い
に
包
ま
れ
る
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
ベ
ン
チ
。

そ
れ
を
苦
々
し
い
顔
で
見
て
い
る
凛
子
。 

 
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

打
席
に
は
沙
月
。
長
打
を
放
つ
。
走
り
出
す
真
紀
。
必
死
に
走
る
。 

二
塁
を
蹴
る
。
ベ
ン
チ
か
ら
声
援
が
飛
ぶ
。
三
塁
も
回
る
真
紀
。
球
が

返
っ
て
く
る
。
ク
ロ
ス
プ
レ
ー
。
タ
ッ
チ
を
か
い
く
ぐ
り
ベ
ー
ス
に
手

を
触
れ
る
真
紀
。 

主
審
「
セ
ー
フ
！
」 

真
紀
「
よ
っ
し
ゃ
あ
！
」 

 
 

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
の
真
紀
。
大
喜
び
で
真
紀
を
迎
え
入
れ
る
オ
ダ
マ
キ
ー

ズ
ベ
ン
チ
。 

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
は
五
回
表
終
了
で
２
対
１
で
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
一
点
の

リ
ー
ド
。 

 
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

五
回
裏
、
朝
霞
学
園
の
攻
撃
前
。
マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
て
い
る
寿
音
。 

真
紀
「
い
よ
い
よ
出
番
だ
ね
。
悠
希
の
好
投
、
無
駄
に
で
き
な
い
ね
」 

寿
音
「
そ
ん
な
こ
と
は
言
わ
れ
な
く
て
も
分
か
っ
て
る
」 

 
 

真
紀
の
額
に
デ
コ
ピ
ン
を
す
る
寿
音
。 

真
紀
「
も
う
、
み
ん
な
そ
れ
ば
っ
か
り
！
」 

 
 

笑
う
寿
音
。
守
備
位
置
に
つ
く
真
紀
。 

×
 

 
 

 
 
×

 
 

 
 

 
×

 

主
審
「
ボ
ー
ル
、
フ
ォ
ア
！
」 

 
 

 

先
頭
打
者
に
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
を
与
え
る
寿
音
。 

真
紀
「
落
ち
着
い
て
い
こ
う
、
寿
音
！
」 

 
 

 

頷
く
寿
音
。 

 
 

 

打
席
に
入
る
澄
香
。
対
峙
す
る
二
人
。 

 
 

 

見
送
り
で
ツ
ー
ス
ト
ラ
イ
ク
を
取
る
寿
音
。 

 
 

 

三
球
目
、
豪
快
な
澄
香
の
ス
イ
ン
グ
。
二
打
席
連
続
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
。 

 
 

 

が
っ
く
り
と
膝
に
手
を
つ
く
寿
音
。
朝
霞
学
園
の
逆
転
。
２-

３
． 

美
青
「
ド
ン
マ
イ
、
寿
音
！
。
深
呼
吸
し
て
！
」 
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ベ
ン
チ
か
ら
美
青
が
叫
ぶ
。 

悠
希
「
ド
ン
マ
イ
、
切
り
替
え
て
い
こ
う
寿
音
！
」 

 
 

 

「
ド
ン
マ
イ
！
」
の
声
が
内
野
陣
全
員
か
ら
飛
ぶ
。
外
野
の
三
人
も
叫

ぶ
。 

 
 

 

し
っ
か
り
と
頷
く
寿
音
。
大
き
く
深
呼
吸
す
る
。
後
続
を
三
者
三
振
に

き
っ
て
と
る
寿
音
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
フ
ラ
イ
が
打
ち
上
る
。
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
し
て
キ
ャ
ッ

チ
す
る
真
紀
。
和
樹
が
立
ち
上
が
っ
て
拍
手
を
す
る
。
嬉
し
そ
う
に
手

を
振
る
真
紀
。
そ
の
様
子
を
じ
っ
と
見
て
い
る
恵
理
。 

 
 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
の
攻
撃
。
ツ
ー
ア
ウ
ト
で
ラ
ン
ナ
ー
は
里
菜
。
バ
ッ
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
に
知
慧
。 

恵
理
の
彼
氏
「
恵
理
、
が
ん
ば
れ
！
」 

 
 

 

石
段
に
座
っ
て
い
た
恵
理
の
恋
人
が
叫
ぶ
。
一
瞬
驚
く
恵
理
。
彼
氏
を

見
る
。
頷
く
。
知
慧
を
ピ
ッ
チ
ャ
ー
ゴ
ロ
に
打
ち
取
る
恵
理
。 

 
 

 

ベ
ン
チ
の
前
に
出
て
、
石
段
を
振
り
仰
ぎ
彼
氏
の
姿
を
認
め
る
凛
子
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

朝
霞
学
園
の
攻
撃
。
ラ
ン
ナ
ー
が
二
塁
に
い
る
打
席
に
は
恵
理
。
寿
音

か
ら
ヒ
ッ
ト
を
放
つ
恵
理
。 

恵
理
の
彼
氏
「
恵
理
！
」 

 
 

 

ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
す
る
彼
氏
。
笑
顔
で
小
さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
返
す

恵
理
。
そ
の
様
子
を
見
つ
め
る
凛
子
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

ヒ
ッ
ト
を
放
つ
澄
香
。
三
塁
ラ
ン
ナ
ー
が
返
っ
て
く
る
。 

 
 

 

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
は
２―

４
で
朝
霞
学
園
の
リ
ー
ド
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 
×

 
 

 
 
×

 

 
 

 

知
慧
と
小
夜
が
二
塁
、
三
塁
に
い
る
。
打
席
に
は
真
紀
。 

恵
理
の
彼
氏
「
恵
理
、
が
ん
ば
れ
！ 

自
信
も
っ
て
い
け
！
」 

 
 

 

立
ち
会
っ
て
叫
ぶ
彼
氏
。
彼
氏
を
見
る
恵
理
。
強
く
頷
く
。 
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思
い
き
り
腕
を
振
っ
て
投
げ
る
恵
理
。
真
紀
を
フ
ァ
ー
ス
ト
ゴ
ロ
に
打

ち
取
る
。 

 
 

 

駆
け
な
が
ら
ベ
ン
チ
に
帰
っ
て
く
る
恵
理
。
弾
け
る
笑
顔
で
彼
氏
を
見

て
、
は
っ
き
り
と
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
す
る
。 

 
 

 

ベ
ン
チ
前
に
立
っ
て
い
る
凛
子
。 

凛
子
「
待
ち
な
さ
い
。
な
に
さ
っ
き
か
ら
」 

恵
理
「
え―

―

」 

凛
子
「
つ
き
あ
っ
て
る
の
？
」 

 
 

 

黙
り
込
む
恵
理
。 

凛
子
「
彼
氏
、
と
か
？
」 

 
 

 

や
が
て
頷
く
恵
理
。 

恵
理
「
ふ
ー
ん
、
苦
戦
も
す
る
わ
け
ね
」 

 
 

 

う
つ
む
く
恵
理
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
は
八
回
の
表
裏
を
終
わ
っ
て
２―

４
で
朝
霞
学
園
の
リ

ー
ド
。
九
回
表
の
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
の
攻
撃
が
始
ま
る
。 

 
 

 

朝
霞
学
園
の
ベ
ン
チ
前
で
。 

凛
子
「
澄
香
、
最
終
回
あ
な
た
が
投
げ
な
さ
い
」 

 
 

 

驚
く
恵
理
。 

澄
香
「
え―

―

」 

凛
子
「
返
球
で
肩
は
で
き
て
る
わ
よ
ね
。
一
塁
の
井
上
が
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
。
一 

塁
に
は
川
田
が
入
っ
て
」 

澄
香
「
分
か
り
ま
し
た
」 

恵
理
「
お
願
い
で
す
！ 

投
げ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！ 

最
後
ま
で
投
げ
た
い
ん 

で
す
！ 

お
願
い
し
ま
す
！
」 

 
 

凛
子
に
懇
願
す
る
恵
理
。 

凛
子
「
あ
な
た
み
た
い
な
人
の
事
な
ん
て
呼
ぶ
か
知
っ
て
る
？
」 

恵
理
「
え
」 

凛
子
「
裏
切
り
者
っ
て
言
う
の
よ
」 

恵
理
「
そ
ん
な…

…

」 
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凛
子
「
相
手
の
先
発
と
同
じ
だ
っ
た
わ
け
だ
。
九
回
投
げ
切
る
力
つ
け
ら
れ
た

ら
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
れ
る
っ
て
思
っ
て
先
発
さ
せ
た
ん

だ
け
ど
な
あ―

―

親
心
も
な
に
も
あ
っ
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
わ
ね
」 

恵
理
「―

―

投
げ
さ
せ
て
、
く
だ
さ
い
」 

凛
子
「
別
れ
ら
れ
る
？ 
彼
氏
と
」 

 
 

 

う
つ
む
く
恵
理
。 

凛
子
「
ま
、
そ
の
話
は
試
合
終
わ
っ
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
し
よ
う
か
。
そ
ん
な
に

投
げ
た
い
の
な
ら
投
げ
て
き
な
さ
い
。
き
っ
ち
り
抑
え
て
勝
っ
た
ら
こ
れ
か

ら
の
こ
と
考
え
て
あ
げ
る
わ
」 

恵
理
「―

―

は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」 

 
 

 

涙
を
拭
い
な
が
ら
マ
ウ
ン
ド
に
向
か
う
恵
理
。
そ
の
様
を
見
て
い
る
オ

ダ
マ
キ
ー
ズ
の
面
々
。 

沙
月
「
泣
い
て
る
よ
」 

季
穂
「
分
か
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
う
ね
」 

悠
希
「
ほ
ん
と
に
な
に
も
変
わ
っ
て
な
い
、
あ
の
監
督
」 

 
 

 

マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
恵
理
。
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
は
一
番
の
沙
月
。 

 
 

 

初
球
、
甘
く
来
た
球
を
は
じ
き
返
し
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
。
沸
き
上
が
る

オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
ベ
ン
チ
。
不
安
そ
う
な
顔
の
恵
理
。 

恵
理
の
彼
氏
「
恵
理
、
が
ん
ば
れ
！
」 

 
 

 

た
ち
あ
が
っ
て
声
援
を
お
く
る
彼
氏
。
ベ
ン
チ
か
ら
飛
び
出
し
振
り
仰

ぐ
凛
子
。 

凛
子
「
黙
り
な
さ
い
あ
な
た
！
」 

 
 

 

驚
く
彼
氏
。
座
り
込
む
。
う
つ
む
い
て
い
る
恵
理
。 

 
 

 

二
番
、
香
苗
が
送
り
バ
ン
ト
を
決
め
ワ
ン
ア
ウ
ト
二
塁
。 

三
番
、
季
穂
が
ラ
イ
ト
前
に
ヒ
ッ
ト
を
打
つ
。
ワ
ン
ア
ウ
ト
一
塁
三
塁
。 

マ
ウ
ン
ド
で
泣
き
始
め
る
恵
理
。 

 
 

 

溜
息
つ
い
て
ベ
ン
チ
を
出
て
主
審
に
交
替
を
告
げ
る
凛
子
。 

 
 

 

マ
ウ
ン
ド
を
降
り
て
い
く
恵
理
。 

 
 

 

ベ
ン
チ
を
出
る
裕
美
。
朝
霞
ベ
ン
チ
へ
向
か
っ
て
い
く
。 

 
 

 

対
峙
し
て
い
る
凛
子
と
恵
理
。 
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凛
子
「
こ
の
試
合
、
負
け
た
ら
あ
な
た
の
責
任
だ
か
ら
ね
」 

 
 

 

帽
子
を
脱
ぎ
、
凛
子
に
差
し
出
す
恵
理
。 

凛
子
「
な
に
よ
」 

恵
理
「
や
め
ま
す―

―
こ
ん
な
気
持
ち
に
な
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
ら
、
野
球 

な
ん
て
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
」 

凛
子
「―

―

い
い
わ
。
こ
っ
ち
こ
そ
あ
な
た
み
た
い
な
子
に
教
え
た
く
な
い
」 

 
 

そ
こ
へ
や
っ
て
く
る
裕
美
。 

凛
子
「
な
に
よ
あ
な
た
」 

裕
美
「
野
球
を
教
え
る
資
格
が
な
い
の
は
あ
な
た
よ
」 

凛
子
「
ハ
ァ
、
な
に
言
っ
て
る
の
よ
あ
な
た
は
！
」 

 
 

 

裕
美
、
恵
理
の
肩
を
優
し
く
つ
か
ん
で
。 

裕
美
「
素
敵
な
彼
ね
。
ま
だ
午
前
中
よ
。
そ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
早
く
脱
い
で
、 

お
し
ゃ
れ
し
て
デ
ー
ト
し
て
き
な
さ
い
」 

 
 

頷
く
恵
理
。
石
段
を
駆
け
上
が
っ
て
彼
氏
の
も
と
へ
。 

凛
子
「
こ
の
淫
行
教
師
が
！ 

な
に
子
供
に
言
っ
て
ん
の
よ
！
」 

裕
美
「―

―

汚
ら
わ
し
い
わ
ね
本
当
に
、
あ
な
た
」 

 
 

 

凛
子
、
口
を
パ
ク
パ
ク
さ
せ
て―

―

。 

凛
子
「
な
ん
で
、
な
ん
で
わ
た
し
が
っ
！ 

汚
ら
わ
し
い
の
は
ど
っ
ち
よ
！ 

言
っ
て
や
ろ
う
か
、
あ
ぁ
！ 

あ
ん
た
が
未
成
年
と
何
を
し
た
か
！ 

な 

ん
で
教
師
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
か
！ 

あ
ぁ
、
今
こ
こ
で
全
員
に
言
っ 

て
ま
わ
っ
て
や
ろ
う
か
！
」 

裕
美
「
好
き
に
す
れ
ば
」 

 
 

 

ベ
ン
チ
に
戻
っ
て
い
く
裕
美
。 

 
 

 

怒
り
の
表
情
を
浮
か
べ
て
裕
美
を
睨
み
つ
け
て
い
る
凛
子
。 

裕
美
「
バ
カ
は
死
な
な
き
ゃ
治
ら
な
い
、
か
ぁ
」 

珠
代
「
教
師
の
バ
カ
は
死
ん
で
も
治
ら
な
い
わ
よ
」 

裕
美
「
確
か
に―

―

飛
鳥
」 

 
 

 

バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
向
か
う
飛
鳥
を
呼
び
止
め
る
裕
美
。 

飛
鳥
「
は
い
」 

裕
美
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
打
っ
て
き
な
さ
い
」 
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飛
鳥
「―

―

は
い
っ
！
」 

 
 

 

気
迫
に
満
ち
た
顔
で
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
向
か
う
飛
鳥
。 

 
 

 

打
席
に
立
つ
飛
鳥
。
眼
光
鋭
く
マ
ウ
ン
ド
上
の
澄
香
を
睨
み
つ
け
る
。 

 
 

 

初
球
、
バ
ッ
ト
一
閃
。
快
音
と
共
に
白
球
が
高
く
舞
い
上
が
る
。 

 
 

 

ス
リ
ー
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
大
歓
喜
の
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
ベ
ン
チ
。
飛
び

跳
ね
な
が
ら
ホ
ー
ム
イ
ン
す
る
塁
上
の
二
人
。
右
腕
を
高
々
と
突
き
上

げ
、
塁
を
回
っ
て
い
く
飛
鳥
。
帽
子
を
た
た
き
つ
け
悔
し
が
る
凛
子
。 

 
 

 

ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
３
が
入
り
、
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
５‐

４
と
逆
転
。 

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 
 

 
 

 
×

 

 
 

 

九
回
裏
、
朝
霞
学
園
最
後
の
攻
撃
。 

 
 

 

マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
て
い
る
寿
音
。
二
者
連
続
の
三
球
三
振
。 

 
 

 

あ
と
ワ
ン
ア
ウ
ト
で
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
勝
利
。 

 
 

 

三
番
恵
理
の
代
打
Ａ
、を
呼
び
寄
せ
、
肩
を
抱
い
て
耳
打
ち
す
る
凛
子
。 

 
 

 

驚
く
Ａ
。 

凛
子
「
分
か
っ
た
わ
ね
」 

 
 

 

頷
く
Ａ
。
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
立
つ
。 

 
 

 

振
り
か
ぶ
り
、
ス
ト
レ
ー
ト
を
投
げ
る
凛
子
。
巧
み
に
左
ひ
じ
を
出
す

Ａ
。
ボ
ー
ル
が
当
た
る
。 

主
審
「
デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
！ 

テ
イ
ク
ワ
ン
ベ
ー
ス
！
」 

 
 

 

一
塁
を
指
さ
す
主
審
。
一
塁
に
向
か
う
Ａ
。
手
を
叩
く
凛
子
。
マ
ウ
ン

ド
降
り
審
判
に
向
か
っ
て
い
く
寿
音
。 

寿
音
「
ち
ょ
っ
と
！ 

わ
ざ
と
当
た
っ
た
で
し
ょ
今
の
！ 

ど
こ
見
て
ん
の 

よ
！
」 

 
 

慌
て
て
駆
け
寄
る
真
紀
。 

真
紀
「
や
め
と
こ
、
寿
音
。
抗
議
し
て
も
判
定
変
わ
ら
な
い
よ
。
そ
れ
よ
か
次 

に
集
中
し
よ
。
抑
え
た
ら
勝
ち
だ
よ
」 

寿
音
「
次
っ
て―

―

」 

素
振
り
を
し
な
が
ら
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
入
る
澄
香
を
見
る
二
人
。 

真
紀
「
大
丈
夫
、
今
度
こ
そ
抑
え
ら
れ
る
」 

寿
音
「
簡
単
に
言
う
よ
な
あ
」 
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守
備
位
置
に
つ
く
真
紀
。 

マ
ウ
ン
ド
の
寿
音
。
う
つ
む
き
ボ
ー
ル
を
何
度
か
グ
ラ
ブ
に
叩
き
つ
け

る
し
ぐ
さ
の
後―

―

。 

寿
音
「
タ
イ
ム
！ 
み
ん
な
来
て
！
（
外
野
を
見
て
）
飛
鳥
も
香
苗
も
小
夜 

も
！
」 マ

ウ
ン
ド
に
集
ま
る
九
人
。
話
を
す
る
。
誰
も
が
頷
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

守
備
位
置
へ
。
マ
ウ
ン
ド
に
残
っ
た
寿
音
と
真
紀
。 

真
紀
「
美
青
、
来
て
！
」 

ベ
ン
チ
の
美
青
に
叫
ぶ
真
紀
。 

美
青
「
え―

―

」 

裕
美
を
見
る
美
青
。 

裕
美
「
キ
ャ
プ
テ
ン
が
言
う
て
る
よ
」 

美
青
「
は
い
」 

マ
ウ
ン
ド
に
向
か
う
美
青
。 

マ
ウ
ン
ド
上
の
三
人
。
ボ
ー
ル
と
グ
ラ
ブ
を
美
青
に
渡
す
寿
音
。 

美
青
「
え―

―

」 

寿
音
「
美
青
が
投
げ
て
」 

美
青
「
ち
ょ
っ
と
、
な
に
言
っ
て
る
の
」 

寿
音
「
正
直
抑
え
ら
れ
る
自
信
は
わ
た
し
に
は
な
い
。
で
も
、
美
青
の
ナ
ッ 

ク
ル
な
ら
打
ち
取
れ
る
。
勝
て
る
。
だ
か
ら
、
美
青
が
投
げ
て
」」 

美
青
「―

―

そ
ん
な
、
無
理
だ
よ
」 

寿
音
「
美
青
の
ナ
ッ
ク
ル
じ
ゃ
な
き
ゃ
朝
霞
に
勝
て
な
い
。
わ
た
し
、
朝
霞
に 

勝
ち
た
い
。
み
ん
な
で
勝
つ
ん
で
し
ょ
、
美
青
」 

 
 

寿
音
を
見
る
美
青
。
頷
く
寿
音
。 

真
紀
「
捕
る
よ
絶
対
わ
た
し
」 

真
紀
を
見
る
美
青
。
頷
く
真
紀
。 

―
―

や
が
て
、
強
く
頷
く
美
青
。 

マ
ウ
ン
ド
を
降
り
る
寿
音
。
守
備
位
置
に
つ
く
真
紀
。
マ
ウ
ン
ド
に
立

つ
美
青
。 

真
紀
、
主
審
に
向
か
っ
て
告
げ
る
。 
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真
紀
「
選
手
交
代
し
ま
す
。
投
手
、
杉
崎
に
代
わ
っ
て
城
内
」 

頷
く
主
審
。 

澄
香
「
ふ
ー
ん
、
負
け
る
の
分
か
っ
て
思
い
出
づ
く
り
っ
て
や
つ
だ
」 

真
紀
「
と
か
思
っ
て
た
ら
い
い
と
思
う
よ
」 

捕
球
態
勢
を
と
る
真
紀
。 

真
紀
「
さ
あ
美
青
、
あ
と
一
人
、
し
ま
っ
て
い
こ
う
！
」 

マ
ウ
ン
ド
上
、
う
つ
む
い
て
い
る
美
青
。
少
し
震
え
て
い
る
。 

真
紀
「
美
青
！
」 

 
 

 

顔
を
上
げ
真
紀
を
見
る
美
青
。 

真
紀
「
後
ろ
見
て
み
！
」 

 
 

 

振
り
返
る
美
青
。 

 
 

 

内
野
の
里
菜
、
知
慧
、
沙
月
、
季
穂
が
、
笑
顔
で
美
青
の
名
を
呼
ん
で

い
る
。
外
野
の
飛
鳥
、
香
苗
、
小
夜
も
叫
ん
で
い
る
。
ベ
ン
チ
か
ら
は

寿
音
と
悠
希
も
。 

知
慧
「
ほ
ん
と
、
ふ
だ
ん
し
ょ
ー
も
な
い
こ
と
し
か
言
わ
な
い
く
せ
に
あ
の
女 

っ
て
ば―

―

美
青
、
大
丈
夫
！ 

思
い
き
っ
て
い
こ
う
！
」 

 
 

強
く
頷
く
美
青
。
セ
ッ
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
と
る
。 

 
 

第
一
球
、
ナ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
。
揺
れ
る
そ
の
球
。
空
振
り
す
る
澄
香
。

捕
れ
な
い
真
紀
。
パ
ス
ボ
ー
ル
。
そ
れ
を
見
て
二
盗
を
決
め
る
Ａ
。
驚

く
澄
香
と
凛
子
。 

凛
子
「
な
に
よ
、
あ
れ―

―

」 

真
紀
「
ご
め
ん
、
美
青
！
」 

 
 

 

頷
く
美
青
。 

 
 

 

二
球
目
。
ナ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
。
空
振
り
の
澄
香
。
パ
ス
ボ
ー
ル
の
真
紀
。 

 
 

 

三
盗
を
決
め
る
Ａ
。
悔
し
が
る
真
紀
。 

凛
子
「
タ
イ
ム
！
」 

 
 

 

澄
香
を
呼
び
寄
せ
る
凛
子
。 

美
青
「
タ
イ
ム
！
」 

 
 

 

マ
ウ
ン
ド
の
美
青
の
下
へ
走
っ
て
い
く
真
紀―

―

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｆ
・
Ｏ
） 
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〇
【
悠
蓮
会
館
】・
菊
の
間 

 
 

 

冒
頭
、
美
青
の
法
要
場
面
に
戻
っ
て
。 

沙
月
「
前
か
ら
気
に
な
っ
て
た
ん
だ
け
ど
さ
、
最
後
の
ボ
ー
ル
、
真
紀
が
投
げ 

よ
う
っ
て
言
っ
た
の
？
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真
紀
「
う
ぅ
ん
、
美
青
。『
前
の
二
球
見
て
、
あ
の
監
督
絶
対
動
い
て
く
る
』 

っ
て
」 

季
穂
「
さ
す
が
美
青
だ
」 

真
紀
「
投
げ
る
前
に
握
り
を
見
せ
よ
う
っ
て
言
っ
た
の
は
わ
た
し
」 

知
慧
「
へ
ー
え
、
あ
ん
た
も
や
る
じ
ゃ
ん
」 

真
紀
「
へ
へ
へ
、
で
し
ょ
」 

知
慧
「
い
い
気
に
な
る
な
」 

 
 

 

笑
い
が
起
き
る
。 

小
夜
「
で
も
さ
、
試
合
終
わ
っ
た
ら
さ
っ
さ
と
帰
っ
ち
ゃ
っ
て
、
結
局
裕
美
さ 

ん
に
謝
ら
な
か
っ
た
ね
、
あ
の
監
督
」 

悠
希
「
美
青
す
ご
い
怒
っ
て
た
よ
ね
」 

寿
音
「
う
ん
。
裕
美
さ
ん
が
一
生
懸
命
な
だ
め
て
た
の
覚
え
て
る
。『
そ
の
気 

持
ち
だ
け
で
十
分
だ
』
っ
て
」 

香
苗
「
今
ど
う
し
て
る
ん
だ
ろ
、
あ
の
監
督
」 

里
菜
「
教
育
委
員
会
に
異
動
に
な
っ
て
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
。
う
ち
の
従
業
員
で 

朝
霞
の
卒
業
生
が
い
て
言
っ
て
た
ん
だ
け
ど
さ
。
た
ま
ー
に
練
習
見
に
来 

て
勝
手
に
指
導
初
め
て
お
説
教
し
た
り
し
て
、
部
員
に
嫌
わ
れ
ま
く
っ
て 

る
ん
だ
っ
て
」 

飛
鳥
「
は
ー
あ
、
ら
し
い
っ
ち
ゃ
ら
し
い
ま
ま
だ
ね
え―

―

お
、
き
た
き
た
」 

 
 

 

信
和
が
出
前
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
ギ
ョ
ー
ザ
を
持
っ
て
来
る
。 

真
紀
「
う
わ
ー
、
久
し
ぶ
り
。
や
っ
ぱ
こ
れ
食
べ
な
い
と
ね
え
」 

 
 

 

信
和
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
に
配
膳
す
る
。
美
青
の
遺
影
の
横
に
も
。 

 
 

 

食
べ
始
め
る
誰
も
。
や
が
て
、
純
一
郎
と
花
恋
以
外
の
手
が
止
ま
る
。 

飛
鳥
「
ノ
ブ
」 

信
和
「
ん
？
」 
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飛
鳥
「
味
付
け
、
い
つ
も
ど
お
り
だ
よ
ね
」 

信
和
「
え
？ 

な
に
言
っ
て
ん
の
飛
鳥
。
い
つ
も
ど
お
り―

―

っ
て
い
う
か
い 

つ
も
以
上
に
気
合
入
れ
て
作
ら
せ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、
大
将
も
俺
も
」 

飛
鳥
「
そ
う―

―

」 
 

純
一
郎
「
あ
の
、
な
に
か
。
と
て
も
お
い
し
い
で
す
け
ど
。
美
青
、
い
つ
も
言 

っ
て
た
ん
で
す
よ
。『
麓
喜
軒
の
味
は
最
高
だ
』
っ
て
。
美
味
し
い
よ
な
、 

花
恋
」 

花
恋
「
う
ん
。
す
ご
く
お
い
し
い
よ
」 

 
 

 

食
べ
始
め
る
十
人
。誰
も
が
泣
き
始
め
る
。泣
き
な
が
ら
食
べ
て
い
く
。 

真
紀
「
こ
れ
っ
て
、
こ
れ
っ
て
さ
、
あ
の
と
き
の―

―

」 

知
慧
「
分
か
っ
て
る
よ
。
黙
っ
て
食
べ
な
よ
」 

真
紀
「
こ
ん
な
こ
と
し
な
く
た
っ
て
さ
、
い
た
ず
ら
が
過
ぎ
る
よ
、
美
青―

―

」 

 
 

 

泣
き
な
が
ら
チ
ャ
ー
ハ
ン
と
ギ
ョ
ー
ザ
を
食
べ
て
い
く
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ

の
面
々
を
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
る
純
一
郎
と
花
恋
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
Ｆ
・
Ｏ
） 

 

〇
河
川
敷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
戻
っ
て
。 

 
 

 

（
前
々
場
面
か
ら
の
続
き
） 

 
 

 

澄
香
の
肩
を
抱
き
よ
せ
耳
打
ち
す
る
凛
子
。 

凛
子
「
振
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
見
送
り
な
さ
い
」 

澄
香
「
え
」 

凛
子
「
あ
の
球
は
ス
ト
ラ
イ
ク
に
は
な
ら
な
い
。
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
も
捕
れ
な 

い
。
あ
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
は
あ
の
球
し
か
な
い
」 

Ａ
を
見
る
凛
子
。
サ
イ
ン
を
出
す
。
頷
く
Ａ
。 

凛
子
「
ま
ず
は
同
点
。
勝
負
は
そ
こ
か
ら
よ
」 

 
 

 

頷
く
澄
香
。 

そ
の
間
に
マ
ウ
ン
ド
上
で
話
し
を
し
て
い
た
真
紀
と
美
青
。 

美
青
、
頷
く
。
真
紀
も
頷
く
。
守
備
位
置
に
戻
る
真
紀
。
バ
ッ
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
に
入
る
澄
香
。 

マ
ウ
ン
ド
上
、
五
指
を
折
り
曲
げ
ナ
ッ
ク
ル
ボ
ー
ル
の
握
り
を
澄
香
に
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見
せ
る
美
青
。 

真
紀
「
次
は
捕
る
、
絶
対
。
そ
れ
で
試
合
終
了
！
」 

 
 

 

凛
子
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
真
紀
。
不
敵
に
笑
う
凛
子
。 

 
 

 

美
青
、
セ
ッ
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
。 

 
 

 

美
青
、
投
げ
る―

―
同
時
に
Ａ
が
本
塁
に
向
か
っ
て
走
り
出
す
。
真
紀

が
立
ち
上
が
る
。
大
き
く
横
に
一
歩
踏
み
出
す
。 

凛
子
「
あ
ぁ
っ
！
」 

 
 

 

美
青
が
投
じ
た
の
は
ナ
ッ
ク
ル
で
は
な
く
、
振
っ
て
も
バ
ッ
ト
が
届
か

な
い
ほ
ど
に
大
き
く
外
れ
る
ウ
エ
ス
ト
ボ
ー
ル
。
呆
然
と
見
送
る
澄
香
。

し
っ
か
り
捕
球
す
る
真
紀
。 

主
審
「
ボ
ー
ル
！
」 

 
 

 

本
盗
を
試
み
て
い
た
Ａ
が
慌
て
て
止
ま
る
。
三
塁
へ
帰
塁
し
よ
う
と
す

る
。
Ａ
を
追
う
真
紀
。
ボ
ー
ル
を
掴
ん
だ
ミ
ッ
ト
で
Ａ
の
背
を
強
く
叩

く
真
紀
。
ス
リ
ー
ア
ウ
ト
。 

主
審
「
ア
ウ
ト
！ 

ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
！
」 

真
紀
「
言
っ
た
で
し
ょ
、
絶
対
捕
る
っ
て
！
」 

 
 

 

凛
子
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
真
紀
。
立
ち
尽
く
し
て
い
る
凛
子
。 

真
紀
「
美
青
ー
ー
っ
！
」 

 
 

 

マ
ウ
ン
ド
の
美
青
に
向
か
っ
て
駆
け
出
す
真
紀
。
守
備
位
置
に
つ
い
て

い
た
誰
も
。
ベ
ン
チ
か
ら
寿
音
と
悠
希
も
飛
び
出
し
て
き
て
。 

真
紀
「
勝
っ
た
よ
美
青
！ 

朝
霞
に
勝
っ
た
よ
！ 

美
青
が
投
げ
て
勝
っ
た 

よ
！
」 

 
 

美
青
を
抱
き
し
め
る
真
紀
。 

 
 

誰
も
が
、
涙
を
流
し
、
名
前
を
呼
び
な
が
ら
次
々
と
笑
顔
で
美
青
を
抱

き
し
め
て
い
く
。 

 
 

ベ
ン
チ
で
泣
い
て
い
る
裕
美
。
そ
の
肩
を
抱
き
寄
せ
る
珠
代
も
泣
い
て

い
る
。 

 
 

唖
然
と
な
り
、
さ
れ
る
が
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
美
青
。
や
が
て
、
美
青

の
目
か
ら
零
れ
る
涙
。 

知
慧
「
み
ん
な
円
陣
組
ん
で
！ 

行
け
真
紀
！
」 
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マ
ウ
ン
ド
上
で
肩
を
組
み
円
陣
を
作
る
十
一
人
。 

真
紀
「
じ
ゃ
あ
行
く
よ
！ 

ゴ
ー…

…

」 

十
一
人
「
オ
ダ
マ
キ
ー
ズ
！
！
」 

 
 

 

十
一
人
の
両
拳
が
、
青
空
に
つ
き
あ
が
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
完
） 

 


